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よさこい高知国体　開会式

＊この広報紙は、県の総合・合同庁舎、市町村役場でも
　お渡ししています。

●
「
よ
さ
こ
い
高
知
国
体
」「
よ
さ
こ
い
ピ
ッ
ク
高
知
」へ
の
県

民
の
支
援
と
協
力
を
要
請　

〜
開
会
日
〜

　

提
案
説
明
の
冒
頭
、
橋
本
知
事
は
、「
よ
さ
こ
い
高
知
国

体
」「
よ
さ
こ
い
ピ
ッ
ク
高
知
」の
開
催
を
機
会
に
、県
民
と
来

県
さ
れ
る
方
々
と
の
交
流
が
深
ま
り
、
高
知
の
良
さ
が
全
国

に
発
信
で
き
る
よ
う
願
う
と
と
も
に
、県
民
に
は
、最
後
ま
で

の
支
援
と
協
力
を
要
請
し
ま
し
た
。

　

次
に
、
中
期
的
な
視
点
に
立
っ
た
県
政
の
重
要
課
題
と
し

て
、「
南
海
地
震
へ
の
備
え
」「
産
業
の
育
成
を
通
じ
て
の
雇
用

の
維
持
と
創
出
」「
こ
ど
も
・
高
齢
者
・
障
害
者
の
方
々
が
暮

ら
し
や
す
い
地
域
づ
く
り
」「
資
源
循
環
型
社
会
の
先
進
地

域
づ
く
り
」
の
四
つ
を
あ
げ
、
来
年
度
の
予
算
編
成
に
向
け

て
、
こ
れ
ら
の
課
題
に
重
点
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
と
述
べ

ま
し
た
。

　

続
い
て
、
各
分
野
ご
と
の
主
要
な
政
策
に
つ
い

て
の
方
針
を
述
べ
た
後
、今
定
例
会
に
提
出
し
た

二
十
一
議
案
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

●
知
事
の
政
治
姿
勢
や
南
海
地
震
対
策
な
ど
に

つ
い
て
論
議　

〜
本
会
議
質
問
〜

　

開
議
第
二
日
か
ら
第
五
日
ま
で
は
本
会
議
質

問
が
行
わ
れ
、十
二
議
員
が
登
壇
。

　

知
事
の
政
治
姿
勢
、南
海
地
震
対
策
、市
町
村

合
併
へ
の
対
応
、
鳥
獣
被
害
対
策
な
ど
に
つ
い
て

論
議
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

●
決
算
特
別
委
員
会
を
設
置

　

平
成
十
三
年
度
の
決
算
に
関
す
る
審
査
を
行

う
た
め
、開
議
第
五
日
に
決
算
特
別
委
員
会（
委

員
長　

小
松
雅
議
員
）を
設
置
し
、公
営
企
業
会

計
の
決
算
に
関
す
る
三
議
案
を
付
託
し
ま
し
た
。

●
林
業
振
興
や
高
知
医
療
セ
ン
タ
ー
問
題
な
ど

に
つ
い
て
一
問
一
答　

〜
予
算
委
員
会
〜

　

十
月
三
日
に
行
わ
れ
た
予
算
委
員
会
で
は
、
八
議
員
が
一

問
一
答
形
式
で
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

●
十
九
議
案
を
審
査　

〜
常
任
委
員
会
〜

　

十
九
議
案
（
議
員
か
ら
提
出
さ
れ
た
一
議
案
を
含
む
。）
が

所
管
の
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
審
査
の
結
果
、
十
八
議

案
が
原
案
ど
お
り
可
決
、一
議
案
が
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

●
三
十
二
議
案
を
可
決　

〜
閉
会
日
〜

　

本
会
議
で
採
決
の
結
果
、
知
事
か
ら
提
出
さ
れ
た
十
八
議

案
、議
員
か
ら
提
出
さ
れ
た
十
四
議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
議
員
か
ら
提
出
さ
れ
た
条
例
議
案
一
件
及
び
意
見

書
議
案
二
件
が
否
決
さ
れ
ま
し
た
。
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（会期　９月１９日～１０月１０日【２２日間】）

（2 ・3面） 9 月定例会
 本会議の質問から
　　（4面） 予算委員会の質問から（１）
　　（5面） 予算委員会の質問から（２）
 常任委員会の動き
　　（6面） 9 月定例会審議の結果
 議員提出意見書・決議議案
　　（7面） 常任委員会の委員長
 報告の要旨
　　（8面） よさこい高知国体
 決算特別委員会の設置
 予算委員会の設置

 お知らせ
 県議会を傍聴してみませんか
 １２月定例会の開催日程（予定）
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�
 
県
と
し
て
の
合
併
支
援
プ
ラ
ン

は
ど
の
よ
う
な
規
模
と
内
容
に
な

る
の
か
。
特
に
、
中
心
部
か
ら
離
れ

た
地
域
の
振
興
策
を
聞
く
。

�
 
知
事　

合
併
後
の
新
し
い
ま
ち

づ
く
り
の
た
め
の
交
付
金
の
創
設

を
は
じ
め
と
す
る
合
併
支
援
プ
ラ

ン
を
、
で
き
れ
ば
十
一
月
中
に
ま
と

め
た
い
。
新
た
に
創
設
す
る
交
付
金

は
、
面
積
が
広
い
割
に
人
口
集
積
の

少
な
い
本
県
の
特
性
を
十
分
踏
ま

え
た
も
の
に
し
、
法
定
協
議
会
へ
の

職
員
の
派
遣
な
ど
、
人
的
な
支
援

や
交
付
金
以
外
の
財
政
的
な
支
援

も
検
討
す
る
。

�
 
二
月
県
議
会
で
の
エ
コ
サ
イ
ク
ル

セ
ン
タ
ー
の
推
進
に
関
す
る
決
議

を
踏
ま
え
て
の
取
り
組
み
と
柱
谷

川
の
下
流
域
と
そ
の
隣
接
地
と
を

比
較
検
討
し
た
資
料
の
評
価
に
つ

い
て
聞
く
。

�
 
知
事　

こ
の
決
議
を
踏
ま
え
て
エ

コ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
の
取
り
組
み
に

関
し
て
は
情
報
公
開
を
行
っ
て
き
た
。

ま
た
、
比
較
検
討
資
料
は
、
現
時
点

で
考
え
ら
れ
る
す
べ
て
の
項
目
で
比

問答問答

九
月
二
十
七
日�

山本　広明
（自由民主党）

市
町
村
合
併
へ
の
支
援
は

較
を
行
っ
て
お
り
、こ
の
資
料
か
ら
両

地
域
を
比
較
す
る
と
、
隣
接
地
が
コ

ス
ト
面
で
よ
り
効
果
的
で
、
総
合
的

に
も
優
位
性
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

�
 
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用

は
、
採
算
性
を
考
え
る
と
、
企
業
局

に
任
せ
る
よ
り
森
林
局
、
企
画
振

興
部
、
産
業
技
術
委
員
会
な
ど
の

所
管
の
連
携
が
必
要
で
は
な
い
か

と
考
え
る
が
、所
見
を
聞
く
。

�
 
知
事　

バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

活
用
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
企
業
局

を
中
心
に
可
能
性
の
調
査
を
実
施

し
、
本
年
度
さ
ら
に
詳
細
な
検
討
を

進
め
る
た
め
、
部
局
を
横
断
し
た
新

エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
プ
ロ
ジェク
ト
チ
ー
ム

を
設
置
し
た
。
今
後
、
こ
の
チ
ー
ム
で

活
用
の
可
能
性
を
関
係
部
局
が
一

体
と
な
っ
て
検
討
し
て
い
く
。

�
 
県
も
、
民
間
木
造
住
宅
耐
震
補

強
助
成
制
度
を
ぜ
ひ
実
施
す
べ
き

と
思
う
が
所
見
を
聞
く
。

�
 
土
木
部
長　

県
と
し
て
も
、地
震

に
よ
る
被
害
を
軽
減
す
る
た
め
に
、

密
集
市
街
地
の
対
策
の
強
化
、耐
震

対
策
の
促
進
な
ど
の
予
防
的
な
施

策
を
講
じ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
具

問答問答

�
 
今
、
川
下
の
業
界
は
、
焼
却
炉
の

規
制
強
化
、
乾
燥
材
へ
の
対
応
、
製

材
品
価
格
の
低
迷
と
い
う
三
重
苦

に
あ
え
い
で
ひ
ん
死
の
状
態
に
あ
る

が
、
今
後
の
対
応
と
木
材
産
業
の

振
興
策
を
聞
く
。

�
 
森
林
局
長　

木
材
産
業
は
厳
し

い
状
況
の
中
に
あ
る
が
、
乾
燥
な
ど

消
費
者
が
求
め
て
い
る
製
品
の
品
質

確
保
と
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
製
品
作
り

に
努
め
、
消
費
地
に
積
極
的
に
打
っ

て
出
る
こ
と
で
、
活
路
を
見
出
す
こ

と
が
で
き
る
よ
う
関
係
業
界
と
一
体

と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

�
 
本
県
の
医
療
実
態
や
道
路
状
況
、

地
域
特
性
を
念
頭
に
置
い
た
道
路

網
の
整
備
が
喫
緊
の
課
題
と
思
わ

れ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
道
路
整
備
を

行
う
の
か
。

�
 
土
木
部
長　

県
で
は
平
成
三
年

度
よ
り
、
土
佐
の
道
づ
く
り
十
カ
年

戦
略
に
基
づ
き
県
内
各
市
町
村
を

結
ぶ
幹
線
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
重
点
整

備
と
各
地
域
課
題
に
対
応
す
る
路

線
の
整
備
に
努
め
て
き
た
。厳
し
い
財

政
状
況
で
は
あ
る
が
、
今
後
と
も
県

民
の
安
全
、
安
心
と
活
力
を
支
え
る

道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
早
期
整
備
に

努
め
る
。

�
 
県
は
、
こ
れ
ま
で
の
県
下
の
公
衆

浴
場
や
旅
館
等
に
対
す
る
レ
ジ
オ

ネ
ラ
菌
検
出
検
査
結
果
を
踏
ま
え
、

今
後
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
対

応
す
る
の
か
。

�
 
健
康
福
祉
部
長　

平
成
十
二
年

度
か
ら
高
知
市
を
除
く
百
四
十
六

の
全
施
設
に
保
守
管
理
の
履
行
を

指
導
し
、
自
主
管
理
が
不
十
分
だ
っ

た
施
設
か
ら
順
次
、水
質
検
査
を
実

施
し
て
き
た
。
こ
れ
ま
で
五
十
四
施

設
で
検
査
し
、
三
十
二
施
設
か
ら
国

の
基
準
を
超
え
る
レ
ジ
オ
ネ
ラ
菌
を

検
出
し
、
個
別
指
導
を
行
い
、
現
在

は
八
施
設
が
基
準
以
下
に
な
り
、
他

の
施
設
も
大
幅
に
改
善
さ
れ
て
い
る
。

十
四
年
度
末
ま
で
に
全
施
設
の
検

査
を
終
了
し
、基
準
以
上
の
施
設
は

再
検
査
を
行
い
、指
導
を
徹
底
す
る
。

問答問答問答

�
 
陸
上
自
衛
隊
の
駐
屯
地
が
来
年

七
月
頃
に
決
定
す
る
は
ず
で
あ
り
、

県
内
候
補
地
に
つ
い
て
も
一
日
も

早
く
一
本
化
し
、全
力
で
要
望
、支

援
活
動
を
す
べ
き
だ
。

�
 
知
事　

陸
上
自
衛
隊
の
誘
致
は
、

災
害
救
助
体
制
の
確
立
の
観
点
か

ら
も
ぜ
ひ
実
現
し
た
い
課
題
で
あ

る
。近
々
防
衛
庁
が
、
県
の
提
供
し

た
資
料
な
ど
を
も
と
に
詳
細
な
現

地
調
査
を
行
い
、
総
合
的
に
検
討

し
、
決
定
さ
れ
る
。た
だ
、
各
種
の

要
素
や
こ
れ
ま
で
の
熟
度
を
考
え

る
と
、
有
力
な
候
補
地
と
位
置
づ

け
ら
れ
る
の
は
安
芸
市
と
香
我
美

町
で
あ
る
。

�
 
県
内
農
家
は
安
全
性
の
過
渡
期

で
孤
軍
奮
闘
中
だ
が
、
県
は
外
国

野
菜
の
農
薬
検
査
を
国
内
産
、
県

内
産
並
に
厳
密
に
行
う
の
か
。

�
 
農
林
水
産
部
長　

現
在
、
食
品

衛
生
法
で
残
留
農
薬
基
準
が
設
定

さ
れ
て
い
る
も
の
が
二
百
二
十
九
種

類
、
こ
の
う
ち
国
内
で
流
通
し
て
い

る
も
の
が
百
八
十
二
、国
外
で
流
通

し
て
い
る
も
の
が
四
十
七
で
、こ
の
よ

う
に
残
留
農
薬
基
準
が
定
め
ら
れ

て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
外
国
産
、

国
内
産
と
も
に
同
じ
扱
い
で
あ
る
。

�
 
構
造
不
況
の
長
期
化
で
、
若
者

も
中
年
も
老
人
も
、
働
く
意
欲
は

あ
り
な
が
ら
働
け
ず
、
事
態
は
放

置
で
き
な
い
ほ
ど
深
刻
で
あ
る
。

県
は
ど
の
よ
う
な
手
を
打
つ
つ
も

り
か
、具
体
策
を
聞
く
。

�
 
副
知
事　

県
レ
ベ
ル
で
現
状
に
対

す
る
具
体
的
か
つ
有
効
的
な
施
策

を
示
す
こ
と
は
難
し
い
面
も
あ
る
が
、

当
面
の
雇
用
の
確
保
策
で
あ
る
緊

急
地
域
雇
用
創
出
特
別
基
金
を
初

め
、
県
の
業
務
の
民
間
企
業
へ
の
ア

ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
な
ど
、県
と
し
て
可

能
な
限
り
の
手
だ
て
を
講
じ
て
い
く
。

ま
た
、
来
年
度
予
算
編
成
に
向
け

て
県
政
の
重
要
課
題
の
一
つ
と
し
て
、

産
業
の
育
成
を
通
じ
て
の
雇
用
の

維
持
と
創
出
を
重
点
的
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

問答問答問答

9 月定例会
本会議の質問から
（9 月 27 、30 日 10月 1、2 日）

質
問
者
（
質
問
順
）

九
月
二
十
七
日

　

山
本　

広
明

　

米
田　
　

稔

　

川
添　

義
明

九
月
三
十
日

　

黒
岩　

正
好

　

岡
崎　

俊
一

　

樋
口　

秀
洋

十
月
一
日

　

武
石　

利
彦

　

西
岡　

仁
司

　

牧　
　

義
信

十
月
二
日

　

谷
相　

勝
二

　

森　
　

雅
宣

　

西
岡
寅
八
郎

岡崎　俊一
（県政会）

木
材
産
業
の
振
興
策
は

樋口　秀洋
（自由民主党）

自
衛
隊
の
誘
致
に
つ
い
て
聞
く

�
 
総
務
部
長　

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
八
・

四
を
想
定
し
た
第
二
次
高
知
県
津

波
防
災
ア
セ
ス
メ
ン
ト
調
査
に
よ
る

大
字
ご
と
の
震
度
の
予
測
結
果
と
、

東
京
都
が
平
成
九
年
の
報
告
書
で

示
し
た
建
築
年
代
別
の
被
害
率
を

用
い
た
試
算
用
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
高
知

市
の
木
造
家
屋
デ
ー
タ
に
当
て
は
め

た
結
果
、
五
千
八
百
七
十
棟
の
木

造
家
屋
の
全
半
壊
が
想
定
さ
れ
る
。

�
 
高
齢
者
の
住
宅
対
策
に
つ
い
て
、

高
知
市
と
も
協
議
し
、
賃
貸
住
宅

に
住
ん
で
い
る
高
齢
者
の
思
い
を

調
査
し
、
高
齢
者
の
生
の
声
を
住

宅
政
策
に
反
映
で
き
る
よ
う
に
要

望
し
た
い
が
、所
見
を
聞
く
。

�
 
土
木
部
長　

来
年
度
実
施
さ
れ

る
住
宅
需
要
実
態
調
査
は
各
県
で

独
自
の
項
目
を
加
え
る
な
ど
拡
大

調
査
を
行
う
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て

お
り
、
こ
れ
ら
の
調
査
の
中
で
実
態

を
把
握
し
住
宅
政
策
に
反
映
し
て
い

き
た
い
。

�
 
イ
ノ
シ
シ
の
保
護
管
理
計
画
に

よ
る
と
、向
こ
う
五
年
間
に
四
万
五

千
頭
の
捕
獲
が
明
示
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
四
万
五
千
頭
の
根
拠
と
狩
猟

者
の
高
齢
化
や
減
少
し
て
い
る
中

で
、ど
う
達
成
し
て
い
く
の
か
聞
く
。

�
 
森
林
局
長　

捕
獲
目
標
は
過
去

の
実
績
な
ど
か
ら
設
定
し
た
。
捕
獲

の
内
訳
は
狩
猟
が
七
十
五
％
と
大

半
を
占
め
て
お
り
、
今
年
の
猟
期
か

ら
狩
猟
期
間
を
二
週
間
程
度
延
長

し
捕
獲
頭
数
の
上
積
み
を
目
指
す
。

ま
た
、狩
猟
者
数
は
年
々
減
少
傾
向

に
あ
る
が
、
イ
ノ
シ
シ
捕
獲
の
中
心
で

あ
る
、
わ
な
を
使
う
甲
種
の
狩
猟
免

許
登
録
者
は
、
毎
年
約
十
％
増
え

て
い
る
こ
と
を
勘
案
す
る
と
捕
獲
は

一
定
の
伸
び
が
期
待
で
き
る
。

答問答問答

�
 
知
事　

今
回
の
措
置
は
組
織
全

体
と
し
て
反
省
す
る
こ
と
に
よ
り
今

後
の
戒
め
や
出
直
し
に
つ
な
げ
よ
う

と
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
内
容
は

一
般
職
員
の
処
分
や
県
へ
の
返
済
額

な
ど
を
勘
案
し
て
判
断
し
て
い
る
。

�
 
知
事
は
来
年
の
住
基
ネ
ッ
ト
の

本
格
稼
働
に
、
県
と
し
て
ブ
レ
ー
キ

を
か
け
て
も
い
い
と
言
う
ぐ
ら
い
の

思
い
と
発
言
さ
れ
て
お
り
、
行
政
の

長
と
し
て
、市
町
村
の
意
見
も
聞
き

な
が
ら
、問
題
点
を
整
理
し
た
う
え

で
、
国
に
対
し
て
堂
々
と
主
張
す
べ

き
と
考
え
る
が
、所
見
を
聞
く
。

�
 
知
事　

来
年
八
月
か
ら
始
ま
る

住
基
カ
ー
ド
の
交
付
に
当
た
っ
て
は
、

住
民
に
リ
ス
ク
と
利
便
性
の
双
方
を

説
明
し
た
上
で
、
住
基
カ
ー
ド
の
利

用
を
選
択
可
能
と
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
お
り
、
そ
う
し
た
中
で
国
に

言
う
べ
き
こ
と
が
出
て
く
れ
ば
、
遠

慮
な
く
主
張
し
て
い
く
。

�
 
Ｂ
Ｓ
Ｅ
対
策
を
は
じ
め
と
し
た

食
の
安
全
性
確
保
に
つ
い
て
、
具
体

的
に
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
行
っ

て
き
た
の
か
。
ま
た
、
今
後
ど
の
よ

う
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
の

か
。

�
 
健
康
福
祉
部
長　

県
民
か
ら
の

食
品
に
対
す
る
総
合
相
談
窓
口
の

設
置
や
Ｂ
Ｓ
Ｅ
の
エ
ラ
イ
ザ
検
査
の

完
全
実
施
や
野
菜
・
魚
介
類
の
残

留
農
薬
や
Ｐ
Ｃ
Ｂ
な
ど
の
安
全
検

査
を
実
施
し
た
。今
後
、
食
品
安
全

検
査
の
品
目
の
拡
充
や
検
査
結
果

の
情
報
提
供
を
幅
広
く
行
っ
て
い
く

と
と
も
に
、
県
独
自
の
衛
生
状
態
が

食
品
衛
生
法
を
上
回
る
審
査
基
準

を
設
け
、認
証
を
行
う
制
度
の
創
設

を
検
討
し
た
い
。

�
 
今
、
予
想
さ
れ
て
い
る
規
模
の
地

震
が
起
き
た
場
合
、高
知
市
で
ど
の

く
ら
い
の
住
宅
が
倒
壊
す
る
恐
れ

が
あ
る
と
予
測
し
て
い
る
の
か
。

答問答問答問

体
的
な
手
法
等
に
つ
い
て
は
、
来
年

度
以
降
の
重
要
課
題
と
し
て
位
置

づ
け
ら
れ
た
南
海
地
震
対
策
を
検

討
し
て
い
く
中
で
明
ら
か
に
し
て
い
き

た
い
。

�
 
党
県
議
団
が
九
月
に
実
施
し
た

不
況
・
経
済
対
策
の
調
査
結
果
の
、

極
め
て
切
実
で
具
体
的
な
支
援
策

を
求
め
る
声
や
、
企
業
の
実
態
把

握
を
求
め
る
意
見
に
つ
い
て
の
受
け

止
め
と
対
応
を
聞
く
。

�
 
商
工
労
働
部
長　

産
業
振
興
に

関
す
る
施
策
の
検
討
や
実
施
に
は
、

企
業
の
現
状
や
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る

こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。

　
　
県
で
は
、ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
企
業

訪
問
に
加
え
、意
見
交
換
会
な
ど
を

通
じ
、
生
の
声
を
聞
き
、
企
業
の
経

営
環
境
の
厳
し
さ
を
実
感
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
意
見
を
も
と
に
、
現
在
産

業
振
興
プ
ロ
ジェク
ト
チ
ー
ム
で
具
体

的
な
施
策
の
検
討
を
進
め
て
い
る
。

�
 
秋
田
県
の
事
業
の
受
け
止
め
と
、

本
県
で
も
県
が
実
施
主
体
と
な
っ

た
障
害
児
童
・
生
徒
の
放
課
後
等

生
活
支
援
事
業
、
学
童
保
育
を
実

現
す
る
よ
う
強
く
求
め
る
。

�
 
健
康
福
祉
部
長　

秋
田
県
の
事

業
は
、就
労
等
に
よ
り
保
護
者
が
昼

間
家
庭
に
い
な
い
場
合
や
、
養
護
に

欠
け
る
状
況
に
あ
る
児
童
・
生
徒
に

適
切
な
遊
び
や
生
活
の
場
を
提
供

し
、
児
童
・
生
徒
の
健
全
な
育
成
の

場
を
確
保
す
る
た
め
の
一
つ
の
方
法

で
あ
る
。
本
県
の
障
害
児
長
期
休
暇

支
援
事
業
も
、三
年
目
を
迎
え
、放

課
後
へ
の
対
応
な
ど
保
護
者
の
意
見

も
聞
き
な
が
ら
充
実
を
図
る
点
や

実
施
主
体
も
併
せ
考
え
、
よ
り
よ
い

も
の
に
し
て
い
き
た
い
。

�
 
今
回
提
案
さ
れ
た
議
案
の
説
明

の
中
で
、
こ
れ
ま
で
の
処
分
で
知
事

は
、
約
千
二
百
万
余
円
の
収
入
減

に
な
っ
て
い
る
と
の
説
明
が
さ
れ
た

が
、
知
事
の
退
職
金
と
対
比
す
れ

ば
ど
れ
程
の
責
任
の
度
合
い
に
な

る
の
か
。

問答問答問

県営住宅（船岡団地）

米田　　稔
（日本共産党）

住
宅
の
耐
震
補
強
に

県
の
助
成
を

川添　義明
（県民クラブ）

預
け
金
問
題
の
処
分
は

妥
当
か

黒岩　正好
（清流会・公明）

南
海
地
震
に
よ
る
被
害
予

測
を
聞
く

九
月
三
十
日�
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�
 
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
に
よ
る
施
策
は
、

部
局
間
も
含
め
事
前
の
調
整
が
よ

り
必
要
で
あ
る
。調
整
シ
ス
テ
ム
の

必
要
性
と
工
夫
を
聞
く
。

�
 
知
事　

大
き
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や

政
治
的
な
判
断
を
伴
う
課
題
に
対

応
す
る
場
合
に
は
、
知
事
と
し
て
の

政
策
判
断
と
担
当
部
局
の
考
え
方

の
間
に
意
見
の
一
致
が
求
め
ら
れ

る
こ
と
は
指
摘
の
と
お
り
で
あ
る
。

知
事
と
し
て
の
判
断
に
当
た
っ
て
、こ

れ
ま
で
以
上
に
部
局
と
の
十
分
な

連
携
が
と
れ
る
よ
う
、今
後
の
組
織

改
革
の
中
で
は
政
策
調
整
の
機
能

の
強
化
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

�
 
公
社
等
外
郭
団
体
の
改
革
を
徹

底
し
、
財
政
構
造
改
革
の
実
を
挙

げ
る
べ
き
だ
。こ
れ
ま
で
の
進
捗
状

況
と
取
り
組
み
を
聞
く
。

�
 
知
事　

公
社
な
ど
外
郭
団
体
は
、

四
団
体
の
廃
止
と
四
件
の
統
合
を

実
施
し
た
。し
か
し
、こ
う
し
た
団
体

の
中
に
は
依
然
と
し
て
経
営
の
改
善

が
進
ん
で
い
な
い
団
体
も
あ
る
の
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
に
応
じ
て
外
部

の
有
識
者
に
よ
る
第
三
者
機
関
の

設
置
と
い
っ
た
手
法
も
取
り
入
れ

な
が
ら
、今
後
も
改
革
に
取
り
組
ん

で
い
く
。

�
 
他
県
で
は
防
災
監
と
い
っ
た
ポ
ス

ト
を
置
き
、
全
庁
的
な
災
害
や
危

機
管
理
分
野
を
統
括
す
る
な
ど
消

防
・
防
災
体
制
の
整
備
強
化
に
努

め
て
い
る
。本
県
も
検
討
す
べ
き
だ
。

�
 
総
務
部
長　

県
で
は
、
南
海
地

震
対
策
を
県
政
の
中
期
的
な
重
要

課
題
と
位
置
づ
け
今
後
取
り
組
む

が
、庁
議
な
ど
の
議
論
で
は
、こ
の
課

題
を
全
庁
的
な
視
点
で
考
え
、
予

算
や
施
策
、計
画
を
総
括
し
、進
行

管
理
な
ど
を
行
う
機
能
を
明
確
に

す
べ
き
だ
と
の
意
見
も
あ
る
。
来
年

度
予
定
し
て
い
る
組
織
改
革
で
は
、

防
災
対
策
を
含
め
た
危
機
管
理
全

体
の
企
画
な
ど
の
機
能
の
充
実
強

化
も
、
課
題
の
一
つ
と
し
て
検
討
を

進
め
る
。

問答問答問答

西岡寅八郎
（自由民主党）

知
事
と
各
部
局
の
調
整
機

能
の
強
化
を

�
 
合
併
問
題
で
市
町
村
側
が
県
に

求
め
る
の
は
、
単
に
情
報
提
供
者

と
し
て
の
役
割
で
は
な
い
こ
と
を

ど
う
認
識
し
て
い
る
の
か
。

�
 
知
事　

県
に
、
仲
介
を
期
待
す

る
声
が
あ
る
こ
と
は
承
知
し
て
い

る
。こ
れ
ま
で
住
民
の
動
き
な
ど
を

受
け
て
関
係
市
町
村
に
働
き
か
け

を
行
っ
て
き
た
し
、
今
後
も
そ
う
し

た
努
力
は
惜
し
ま
な
い
。た
だ
、
地

域
の
人
々
が
そ
の
意
志
で
現
在
の

枠
組
み
を
選
択
し
た
現
実
も
あ
り
、

こ
れ
か
ら
も
地
域
の
意
向
を
踏
ま

え
、
調
整
す
る
場
面
が
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

�
 
集
落
再
生
特
別
対
策
事
業
は
平

成
十
五
年
度
ま
で
と
な
っ
て
い
る

が
、
直
接
支
払
制
度
の
期
限
と
合

わ
せ
て
十
六
年
度
ま
で
延
長
し
て

実
施
す
る
考
え
は
な
い
か
。

�
 
農
林
水
産
部
長　

こ
の
事
業
は

平
成
十
二
年
度
か
ら
十
四
年
度
ま

で
の
三
カ
年
事
業
と
し
て
創
設
し

た
が
、現
場
か
ら
延
長
な
ど
の
強
い

要
望
が
あ
り
十
五
年
度
ま
で
延
長

し
て
い
る
。
さ
ら
に
十
六
年
度
ま
で

延
長
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
今
後

の
事
業
の
実
施
状
況
や
そ
の
効
果

な
ど
も
見
極
め
な
が
ら
検
討
し
て

い
く
。

�
 
財
政
改
革
は
無
論
重
要
だ
が
、

県
民
か
ら
要
望
の
多
い
、
道
路
整

備
を
は
じ
め
、
集
中
豪
雨
対
策
や

地
震
対
策
、
市
町
村
合
併
を
視
野

に
入
れ
た
、
将
来
に
夢
の
も
て
る

県
土
づ
く
り
に
つ
な
が
る
公
共
事

業
に
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

�
 
知
事　

一
・
五
車
線
的
な
道
路

整
備
の
よ
う
に
、
全
国
一
律
の
企

画
を
地
域
に
合
っ
た
も
の
に
見
直

す
こ
と
や
、
コ
ス
ト
削
減
な
ど
効
率

的
な
執
行
に
努
め
る
な
ど
、
限
ら

れ
た
財
源
を
最
大
限
に
生
か
す
知

恵
と
工
夫
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。公

問答問答問答

武石 利彦
（自由民主党）

県
は
積
極
的
な
仲
介
役
と

な
れ 十

月
一
日�

的
に
取
り
組
ん
で
き
た
し
、
今
後

も
引
き
続
き
効
率
、
効
果
的
な
整

備
を
進
め
て
い
く
。生
活
に
密
着
し

た
補
助
的
な
路
線
は
、一
・
五
車
線

的
道
路
整
備
を
積
極
的
に
導
入
す

る
。さ
ら
に
、
今
後
は
市
町
村
合
併

の
た
め
の
道
路
整
備
や
緊
急
輸
送

路
の
確
保
な
ど
、
よ
り
一
層
の
整

備
手
順
や
手
法
の
工
夫
を
行
い
、

中
山
間
地
域
の
道
路
整
備
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

�
 
合
併
を
選
ば
な
い
、
あ
る
い
は

地
理
的
自
然
的
条
件
か
ら
合
併
を

選
べ
な
い
小
規
模
自
治
体
の
あ
り

方
の
見
直
し
等
に
関
す
る
議
論
に

つ
い
て
、
県
と
し
て
ど
の
よ
う
に

受
け
止
め
て
い
る
の
か
。

�
 
企
画
振
興
部
長　

国
の
地
方
制

度
調
査
会
を
中
心
に
新
し
い
自
治

体
の
形
が
議
論
さ
れ
て
い
る
。県
と

し
て
は
、
各
地
域
で
進
め
ら
れ
て
い

る
合
併
の
議
論
に
当
た
っ
て
は
、
地

方
行
財
政
制
度
の
大
き
な
見
直
し

の
動
向
も
伝
え
な
が
ら
市
町
村
へ

の
情
報
の
提
供
や
助
言
を
行
っ
て

き
た
し
、
今
後
も
情
報
の
収
集
と

提
供
に
努
め
て
い
く
。

�
 
今
こ
そ
三
嶺
全
体
の
保
全
方
針

と
計
画
を
検
討
す
べ
き
時
で
あ
る
。

県
と
し
て
徳
島
県
と
協
議
の
場
を

持
ち
、両
県
共
同
で「
三
嶺
地
域
保

全
計
画
」
を
策
定
す
る
こ
と
を
提

案
す
べ
き
だ
。

�
 
知
事　

三
嶺
の
全
域
と
県
側
の

登
山
道
な
ど
は
、
国
定
公
園
及
び

県
立
公
園
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
保

護
、利
用
の
計
画
が
策
定
さ
れ
て
い

る
。
三
嶺
全
体
の
保
全
の
あ
り
方

を
協
議
す
る
場
は
必
要
で
あ
り
、

幅
広
い
議
論
が
で
き
る
よ
う
県
内

の
関
係
団
体
と
も
協
力
し
、
徳
島

県
と
の
話
し
合
い
の
場
づ
く
り
を

進
め
て
い
く
。
機
会
が
あ
れ
ば
直

接
大
田
知
事
に
も
働
き
か
け
て
み

た
い
。

�
 
介
護
保
険
財
政
安
定
化
基
金
か

ら
の
借
入
れ
の
償
還
期
間
を
延
長

問答問答問

共
事
業
を
進
め
る
に
当
た
っ
て
は

事
業
間
の
優
先
順
位
付
け
が
大
切

で
あ
り
、
投
資
が
十
分
な
効
果
を

発
揮
す
る
よ
う
に
県
民
ニ
ー
ズ
の

把
握
と
顧
客
満
足
度
の
向
上
に
努

め
る
。

�
 
間
伐
に
よ
る
森
林
環
境
の
整
備

を
進
め
、
地
域
林
業
の
活
性
化
を

図
っ
て
行
く
た
め
に
は
、
多
様
な

担
い
手
の
確
保
が
不
可
欠
だ
が
、

県
下
各
地
域
で
頑
張
っ
て
い
る
林

業
事
業
体
を
今
後
ど
の
よ
う
に
育

成
し
て
い
く
の
か
。

�
 
森
林
局
長　

本
年
度
か
ら
国
庫

補
助
の
条
件
が
緩
和
さ
れ
、
さ
ま

ざ
ま
な
事
業
体
が
森
林
整
備
を
行

う
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
の
で
、
こ

れ
を
契
機
に
伐
採
、
搬
出
と
間
伐

な
ど
の
保
育
施
業
を
組
み
合
わ
せ

た
通
年
作
業
の
可
能
な
シ
ス
テ
ム

作
り
へ
の
支
援
な
ど
に
も
取
り
組

ん
で
い
く
。

�
 
今
後
の
中
山
間
地
域
の
道
路
を

ど
の
よ
う
に
し
て
整
備
し
て
い
こ

う
と
考
え
て
い
る
の
か
。

�
 
土
木
部
長　

中
山
間
地
域
の
道

路
整
備
は
、
幹
線
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に

位
置
づ
け
ら
れ
る
路
線
は
、
重
点

問答問答

す
れ
ば
、
実
態
と
し
て
保
険
料
の

軽
減
に
つ
な
が
る
と
思
う
が
、
ど

う
対
処
す
る
つ
も
り
か
。

�
 
健
康
福
祉
部
長　

償
還
期
間
の

延
長
は
、
今
期
の
特
例
措
置
と
し

て
、
国
が
検
討
を
進
め
て
い
る
。償

還
で
保
険
料
が
著
し
く
高
騰
す
る

場
合
、
県
が
認
め
れ
ば
最
長
九
年

ま
で
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
償
還
延
長
は
、
借
入
れ
市
町
村

の
介
護
保
険
料
を
抑
制
す
る
一
方
、

償
還
金
が
次
期
の
基
金
の
財
源
に

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
基
金
運
営

見
通
し
な
ど
を
見
極
め
な
が
ら
判

断
す
る
。

�
 
事
故
を
想
定
し
た
住
民
へ
の
情

報
提
供
や
避
難
訓
練
な
ど
、
防
災

計
画
の
見
直
し
が
必
要
だ
。

�
 
総
務
部
長　

現
在
の
地
域
防
災

計
画
は
、
事
業
所
自
身
が
講
ず
べ

き
措
置
に
重
点
を
置
い
て
い
る
。県

と
し
て
は
、
事
業
所
と
市
町
村
と

地
域
や
住
民
が
平
時
か
ら
連
携
し
、

危
険
物
に
つ
い
て
の
情
報
を
共
有

し
、
災
害
時
の
防
除
策
や
避
難
対

策
、情
報
伝
達
な
ど
に
つ
い
て
も
話

し
合
う
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、こ
う

し
た
取
り
組
み
が
推
進
さ
れ
る
よ

う
計
画
の
見
直
し
の
中
で
検
討
し

て
い
く
。

�
 
来
年
の
よ
さ
こ
い
祭
り
五
十
回

を
記
念
し
て
、
県
と
し
て
ど
の
よ

う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

�
 
知
事　

来
年
の
五
十
回
を
機
会

に
、
祭
り
を
さ
ら
に
グ
レ
ー
ド
ア
ッ

プ
し
、
よ
さ
こ
い
本
家
と
し
て
の
高

知
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
る
た
め
、

記
念
事
業
や
全
国
大
会
の
充
実
、

拡
充
に
つ
い
て
、具
体
的
な
検
討
を

行
っ
て
い
る
。
本
県
の
貴
重
な
観
光

資
源
と
し
て
も
っ
と
活
用
し
た
い
の

で
、
節
目
の
こ
の
機
会
に
、
電
車
通

り
で
の
開
催
も
含
め
、オ
ー
プ
ン
な

答問答問答

議
論
の
中
で
よ
り
よ
い
方
向
を
見

い
だ
せ
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

�
 
外
部
相
談
員
は
、
全
国
に
例
の

な
い
、
意
味
の
な
い
税
金
の
無
駄

遣
い
と
思
う
が
、
今
日
ま
で
の
運

用
状
況
と
制
度
に
対
す
る
見
解
を

聞
く
。

�
 
知
事　

ス
タ
ー
ト
し
て
八
月
末

の
二
カ
月
間
に
二
件
の
相
談
が

あ
っ
た
。
こ
の
制
度
は
、
民
間
企
業

で
も
外
部
に
相
談
窓
口
を
設
置
す

る
例
が
増
え
て
お
り
、
ま
さ
に
時

代
の
流
れ
に
沿
っ
た
取
り
組
み
で

あ
る
。
組
織
の
論
理
に
流
さ
れ
る

傾
向
に
歯
止
め
を
か
け
る
等
、
さ

ま
ざ
ま
な
効
果
が
あ
る
。
今
後
も

匿
名
性
の
保
持
や
相
談
者
の
保
護

に
十
分
留
意
し
継
続
し
な
け
れ
ば

い
け
な
い
と
考
え
て
い
る
。

�
 
十
代
の
人
工
妊
娠
中
絶
の
急
増

は
由
々
し
き
事
態
で
あ
る
。「
胎
児

は
人
間
で
あ
る
」
と
い
う
科
学
的

真
実
を
教
え
る
こ
と
に
よ
り
、
倫

理
や
道
徳
以
上
の
観
の
転
換
を

図
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
と
思

う
が
、考
え
を
聞
く
。

�
 
教
育
長　

生
命
の
尊
重
は
、
最

も
大
切
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

教
育
上
の
課
題
で
あ
り
、
机
上
だ

け
で
な
く
、
命
の
大
切
さ
を
体
で

覚
え
る
教
育
を
進
め
て
い
く
こ
と

が
大
切
で
あ
る
。
学
校
と
家
庭
や

地
域
が
一
体
と
な
っ
た
、実
践
的
な

取
り
組
み
が
展
開
で
き
る
社
会
づ

く
り
が
必
要
だ
。

問答問答

西岡　仁司
（自由民主党）

林
業
事
業
体
の
育
成
に
つ
い

て
聞
く

牧　　義信
（日本共産党）

三
嶺
地
域
保
全
計
画
を

策
定
す
べ
き
だ

谷相　勝二
（自由民主党）

よ
さ
こ
い
祭
り
五
十
回
記

念
に
つ
い
て

十
月
二
日�

木材の搬出作業

よさこい祭り

�
 
県
と
し
て
農
薬
の
登
録
拡
大
に

ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

�
 
農
林
水
産
部
長　

農
薬
は
作
物

ご
と
に
登
録
さ
れ
、
使
用
で
き
る
農

薬
は
非
常
に
少
な
い
実
態
で
あ
る
。

今
回
、
農
薬
取
締
法
の
改
正
が
検

討
さ
れ
て
お
り
、
農
薬
登
録
の
拡
大

を
図
る
こ
と
を
国
に
提
案
、
要
望
し

て
き
た
。
今
後
も
農
薬
の
登
録
を
促

進
す
る
た
め
、デ
ー
タ
の
作
成
に
努
め
、

農
薬
登
録
制
度
の
見
直
し
に
つ
い
て

も
引
き
続
き
改
善
を
要
望
し
て
い
く
。

�
 
介
護
保
険
の
一
号
保
険
料
の
六

段
階
設
定
は
、
保
険
料
負
担
を
緩

和
す
る
有
力
な
選
択
肢
で
あ
り
、

国
は
低
所
得
者
の
負
担
緩
和
の
観

点
か
ら
も
、
市
町
村
は
ぜ
ひ
導
入

す
べ
き
と
し
て
い
る
が
、市
町
村
と

の
協
議
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

�
 
健
康
福
祉
部
長　

六
段
階
設
定

に
つ
い
て
は
、
国
か
ら
示
さ
れ
た
内

容
を
市
町
村
に
情
報
提
供
を
行
っ

て
お
り
、
い
く
つ
か
の
市
町
村
で
試

算
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
本
県
は
低

所
得
者
の
割
合
が
多
い
た
め
、
高
所

得
者
の
保
険
料
を
高
く
設
定
し
て

も
低
所
得
者
の
保
険
料
を
下
げ
る

効
果
は
少
な
い
。
な
お
、
保
険
料
の

負
担
緩
和
の
方
策
に
つ
い
て
は
、
今

後
と
も
他
県
の
情
報
も
提
供
し
て

い
き
た
い
。

�
 
シ
カ
、
猿
の
保
護
管
理
計
画
は

い
つ
の
時
点
を
目
途
に
、ど
の
よ
う

に
策
定
す
る
の
か
。

�
 
森
林
局
長　

シ
カ
の
保
護
管
理

計
画
は
、
個
体
数
や
生
息
密
度
な

ど
を
一
定
期
間
、調
査
、把
握
す
る

必
要
が
あ
り
、
本
年
度
か
ら
生
息

状
況
に
関
す
る
デ
ー
タ
収
集
や
分

析
な
ど
所
要
の
検
討
を
進
め
、
十

七
年
度
の
策
定
を
目
指
し
て
い
る
。

猿
は
個
体
数
調
整
の
た
め
の
実
態

把
握
な
ど
に
課
題
が
あ
る
が
、今
後

被
害
状
況
の
推
移
を
十
分
踏
ま
え
、

専
門
家
の
意
見
も
聞
き
な
が
ら
、計

画
策
定
の
可
能
性
や
対
策
を
検
討

し
た
い
。

問答問答問答

森　　雅宣
（自由民主党）

農
薬
の
登
録
拡
大
へ
の

対
応
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� 4�

田村　輝雄
（県民クラブ）

�  完全学校週５日制の現段階での評価を聞く。

�  教育長　土曜日の子供たちの過ごし方について
聞いたところ、地域で友達と遊ぶ、家族と一緒に過ご
す、部活動を行う等こういったことに多くの時間を割い
ている様子が見受けられた。しかし、完全実施後間もな
いので、現段階で断定的な評価を下すことは難しいが、
子供を家庭や地域に返す、あるいはゆとりの中で子供
たちの生きる力を育てるという５日制のねらいは、一定
定着しつつあると受け止めている。今後とも５日制の趣
旨を実現するため各地域の取り組みを支援していく。

�  県内の民間企業での、オゾン層を破壊する臭
化メチルの代替技術の開発状況について聞く。

�  商工労働部長　県内民間企業では、直接土を
焼く物理的な消毒法や硫黄による消毒法の開発が行
われているが、農業技術センターでは、これまでの代替
農薬の研究成果をもとに、県内農機具センターと連携
し、農薬散布機の開発を進めている。

�  脱臭化メチルプロジェクト２００５の取り組みを
含めた、これからの取り組みについて聞く。

�  農林水産部長　脱臭化メチルプロジェクト２００５
での協議も踏まえ、臭化メチル代替技術指針に基づき、
引き続き代替薬剤の使用技術の改良に取り組む、ある
いは蒸気土壌消毒器の導入支援や、実証展示ほの
設置、講習会の開催などにより代替技術の普及に全
力を挙げて取り組んでいく。

問

答

問

答

問

答

完全学校週 ５ 日
制の評価は

公文　豪
（日本共産党）

�  文化芸術振興基本法の基本理念にのっとり、
国及び地方公共団体は文化芸術振興の施策を策定
し、これを実施する責務が明確にされたが、知事は、
基本法成立の意義をどのように受け止めているか。

�  知事　文化芸術に携わる方の自主性が尊重さ
れ、また、国民の文化権が認められたということで画
期的なことであり、なによりも文化芸術の振興の法的
なよりどころができたということは大変意義深いことだ
と思う。

�  芸術文化を中核として生活文化の分野に至る
総合的・体系的文化芸術振興計画の策定に取り組
むべきだ。

�  知事　文化振興ビジョンをもう一度考えていくと
きには、的を絞った議論をしていくことを考えなければ
ならない。新しい形の文化振興の指針、ビジョンは何
か、またそれに基づく条例とはどういうものが考えられ
るか等、芸術文化の分野の人 も々含めた懇話会で議
論を進めてはどうか。

�  高知市立点字図書館への県支出の図書購入費
は１１万８千円であり、増額を求める。

�  健康福祉部長　視覚に障害のある人が、書物に
接する手段は、点字や録音図書である。これらを利用
する人々は年々増加しており、利用者の意見を聞きな
がら、予算の獲得に努める。

問

答

問

答

問

答

文化芸術振興基
本法の成立の意
義を聞く

西森　潮三
（自由民主党）

�  行政独立法人化を早急に進める以外、女子大
学の新たな再生はないと思うが、知事の所見を聞く。

�  知事　今の大学の意識のまま、ただ単に独立行
政法人化しても、県民の方を向いた大学になるか疑
問があり、また、県議会の目の届かないところで城に
閉じこもる危険もある。今はまず大学の意識を変えて
もらうことを強く要請していく。

�  高速道路の延伸等に対応した県政発展の戦略
について聞く。

�  企画振興部長　これからの地域振興は、高度成
長時代とは違って、特色ある地域の資源と基盤を生
かした取り組みが大切であり、地域の人々の発想と地
域に根ざした個性ある取り組みを基本とすることが求
められている。県では地域の主体的な取り組みを積
極的に支援していく。

�  預け金問題に関する県職員への聞き取り調査
で、預け金が昭和３０年代から全庁的に、慣習的に
行われていたと答えた職員は１名であり、全庁的、
組織的というのは県政発展に努力した先輩に失礼
だし、適切を欠く。

�  知事　今回の報告書は、個人のかかわりという
ことを離れ、組織として反省し、再発防止を県民に
誓ったものである。新しい出発という意味で大所高所
から見てほしい。それがＯＢも含めた県庁の名誉回復
につながると受け止めている。

問

答

問

答

問

答

行政独立法人化
を早急に進める
べきだ

佐竹　紀夫
（県政会）

�  高幡地域の雇用、企業等誘導対策を問う。

�  商工労働部長　地元企業の振興策や企業誘致
は産業の裾野を広げ、若い人 に々希望をもたらす新たな
雇用の場をつくり出すことから、高幡地域の発展のため
是非進めなければならない。このため、今回の高幡地域
への高速道の延伸によるメリットの周知に努めるとともに、
地元市町村と連携し、東京、大阪等の企業誘致活動
の中でも粘り強く努力を積み重ねていく。また、企業ニー
ズに沿う個別の優遇制度なども必要と考えている。

�  地震防災対策の総括部署の機関設置を急ぐべ
きだ。

�  知事　南海地震対策は、県政の重要課題であり、
今後総合的、全庁的に取り組んでいく。また、ことの重
大さを考えると、私自身がトップとなり、部局を横断した
取り組みが必要であり、こうした機能を持つ機関を来年
度までには発足させたい。

�  介護保険料見直しに当たって、低所得者対策の
充実に努めよ。

�  健康福祉部長　介護保険料は、高齢化の進行
に伴う要介護者の増加や、制度の浸透、定着による
サービスの量と利用率の増加などにより必然的に上
がっていくが、保険料の水準を引き下げるための特別
の措置を引き続き国に要望していく。また、１６年度には
制度全般に関する見直しが行われるので、市町村等
の意見も聞き対応していく。

問

答

問

答

問

答

高速道路時代を
迎えた高幡地域
の雇用対策は

森　祥一
（ＶＯＸ　ＰＯＰ）

�  耐震性を有しないまま、避難場所に指定され
ている小中学校の校舎、体育館が６校１０棟ある。各
市町村に指導すべきだ。また、今後の耐震化計画の
見通しを聞く。

�  総務部長　指定の変更を含めた適切な対応が
必要であり、市町村に話をしていきたい。

�  教育長　３校６棟については１５、１６年度に補強
工事をする計画であり、残る３校４棟も早急に耐震化
できるよう国に要望する。

�  教員の研修への参加は、事務処理が煩雑で校
長に負担をかけるので参加しないという教員もい
ると聞くがどうか。

�  教育長　事務職員が配置されていない学校で
は、指摘のような配慮の行き届いた教員が、行きたく
ても行けないという事態が生じるのだろうと思う。解決
策として、来年度からの給与情報管理システムの導
入や事務職員の集合化などの試みを模索している。

�  市町村合併について、グランドデザインを遂
行していく努力を望む。

�  企画振興部長　県は広域的な合併パターンを
当初示してきたが、現在の状況は、近隣の数市町村
での組み合わせが多くなってきている。これは住民の
判断として選択されたもので、住民自治の現れであり、
県としては、第一義的には、地域の考えを尊重すべき
立場にあると考えている。

問

答

答

問

答

問

答

避難場所指定の
学校の耐震化を

二神　正三
（フレッシュ２１）

�  産業廃棄物処理施設について、平成１４年度当
初予算編成に当たり、用地取得費を含む貸付金の
計上を認めているが、その根拠を示せ。

�  総務部長　平成１４年度当初予算の編成に当
たっては、計画変更に伴い必要となる予算を計上した。
用地取得費についても、上流域の地権者に事業の必
要性等を十分に説明することにより、さまざまな条件が
整った際には、ただちに対応できるようにとの理解のも
とに計上した。

�  廃棄物処理施設の当初からの候補地である日
高村の柱谷地区で、県が県建設技術公社に委託し
て実施した立木補償調査での補償額は約１９００万円
だったが、昨年県の廃棄物対策課の職員が調査し
たところ、補償額は約６７００万円だった。こんなずさ
んな調査で、山林所有者に補償額を提示して解決
できるはずがない。

�  文化環境部長　立木調査は、一部地権者の主
張もあって再調査した。その結果、立木の数に大きな違
いが判明し、その後用地交渉は難航している。土木部
とも協議し、適切に対応していきたい。

�  柱谷地区の地権者や関係者への説明義務をど
のように果たすのか。

�  文化環境部長　今後、どちらで整備を進めるにし
ても、地権者や地元関係者の理解が第一であり自分
自身できる限り足を運び、地権者には一人ひとり納得
のいくように説明したいと思っている。

問

答

問

答

問

答

産業廃棄物処理
施設の予算計上
の根拠を示せ

9月定例会
予算委員会の質問から

（10月3日）

質問者 西森　潮三
公文　　豪
田村　輝雄
中沢　潤二

佐竹　紀夫
森　　祥一
二神　正三
浜田　英宏
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中沢　潤二
（清流会・公明）

�  臨床研修指定病院の指導医の人数と研修医の
目標を何人程度とするのか。また、第三者的な臨床
研修の評価機関をいかなる体制で設置するのか。

�  知事　指導医は、新基準が出ないと明確なこと
は言えない。研修医として受け入れられる医師の数
は、今の指定基準の案を単純に割り当てると、最大で
５５人となる。また、第三者的な評価機関は、国で要件
が明らかにされたら速やかに検討する。

�  優秀な医師の確保のためプロジェクトチーム
を結成し、関係者挙げて取り組むべきだ。

�  知事　公募は、限られた分野の医師の確保に使
える手法であり、大学の医局との関係は、今後も無視
できない重要なものである。その点において、この提
案は、率直に受け止めたい。

�  県下全域の第３次救命救急センターは、どの
ような体制内容となるのか。

�  知事　高知医療センターの救命救急センターに
は、救急車の進入や手術室等への搬送動線を考慮
して、専用の外来診療機能を備えるとともに、病床とし
て、救急専用病床と、他の一般病棟との共用となる集
中治療室とを合わせて３０床余りを予定している。た
だ、その後のスタッフ、設備については、具体的な計
画が煮詰まってから検討することになると思う。

問

答

問

答

問

答

高知医療センター
について聞く

浜田　英宏
（自由民主党）

�  県産材による木材住宅ＰＲのため，シキボウ跡
地の県有地の一角に、県産材を使ったモデルハウ
スを３棟か４棟プロポーザル方式で建てさせ、その
建物内で相談コーナーを開設すればどうか。

�  森林局長　木や木の住まいに関する相談コー
ナーは、業界自らの取り組みとして、９月に相談窓口
を設置した。当面はその活用を支援し、この効果が十
分に上がるよう協力していきたい。その状況を踏まえ
た上で、モデルハウスについても、今後のＰＲ策の一
つとして検討していく。

�  公社営林１万４千ヘクタールの伐採収入は今
の木材相場で換算すると１００億円を超えるか。

�  森林局長　現在の木材価格で単純に試算する
と１００億円は超えると見込まれる。

�  農林漁業金融公庫からの借入金の施業転換資
金への借り換えが進めば、最大でどのくらいの金利
が圧縮できるのか。また、現段階でどのくらい借り
換え作業が進んでいるのか。

�  森林局長　今後の公庫資金に係る支払い金利
の総額は、約９１億円を見込んでいるが、対象となる
借入金をすべて借り換えができたと仮定した場合に
は、約１７億円の負担軽減が見込まれる。また、本年度
中には、２８団体、元本約１億６千万円について借り換
えを行う予定で所定の手続きを行っている。

問

答

問

答

問

答

県産材ＰＲのた
めにシキボウ跡
地を活用せよ

８月２１日　出先機関等の調査事項等のとりまとめ

９月２日～５日　秋田県、青森県において所管事
項の調査を行う。

　　主な調査事項
　�事業評価の取り組みについて
　　（秋田県庁）
　�中高一貫教育の取り組みについて
　　（秋田市：御所野学院）
　�特色ある学校づくりについて
　　（秋田県能代市：崇徳小学校）
　�文化財の保存と活用について
　　（青森県：三内丸山遺跡）
　�行財政改革の取り組みについて（青森県庁）

１０月４日・７日・９日（９月定例会中）
　　付託された８件の議案を審査し、全て原案どお
り可決。意見書案１０件を審査。

　９月定例会中の１０月３日に、予算
委員会の質疑が ８人の委員により行
われました。
　予算委員会は、県の予算とその関連
事項などについて総合的に審査する
ために、平成７年度から、９月定例会、
２月定例会で開催されています。

常常常常常常常常常常常任任任任任任任任任任任委委委委委委委委委委委員員員員員員員員員員員会会会会会会会会会会会ののののののののののの動動動動動動動動動動動ききききききききききき　（８月～１０月）
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秋田県防災司令室

８月２１日　出先機関等の調査事項等のとりまとめ

９月３日～５日　大分県、宮崎県において、所管
事項の調査を行う。

　　主な調査事項
　� I T ベンチャー創業支援施設の概要について
　　（大分市：大分県ｉプラザ）
�新たな一村一品の研究について
　（大分県三重町：大分県農水産物加工総合指導センター）
�直接魚とふれあえる滞在型リゾート施設について
　（大分県蒲江町：マリ ンカル チ ャーセ ン ター）
�農業の理解の促進について
　（宮崎県高鍋町：宮崎県農業科学公園ルピナスパーク）
　�ブランド認証制度について（宮崎県庁）
　�地産地消推進について（宮崎県庁）
　�木の香あふれる郷土づくり事業について
　　（宮崎県庁）

１０月４日・７日・９日（９月定例会中）
　付託された７件の議案を審査し、全て原案どお
り可決。意見書案２件を審査。

宮崎県農産物集配センター
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８月２１日　出先機関等の調査事項等のとりまとめ

９月３日～６日　シンガポールにおいて、所管事
項等の調査を行う。

　　主な調査事項
　�産業廃棄物政策及び環境哲学について
　　（シンガポール環境省）
　�観光政策について（シンガポール観光局）
�国立大学病院における経営理念と医療サー
ビス提供体制について

　　（シンガポール国立大学病院）
　�小中学校における IT 教育について
　　（シンガポール文部省）
　�港湾施設の IT 化について
　　（PSA Corporation Ltd．）

１０月４日・７日・９日（９月定例会中）
　付託された４件の議案を審査し、３件を原案ど
おり可決、１件を否決。意見書案４件、決議案１件
を審査。

シンガポール観光局
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８月２１日　出先機関等の調査事項等のとりまとめ

９月３日～６日　北海道において、所管事項の調
査を行う。

　主な調査事項
�安全な地域づくり及び交通ネットワークの
形成について（函館市：函館土木現業所）
�高潮対策事業、奥尻空港整備事業及び避難
路、緊急輸送道路に関する事業について

　　（奥尻町：函館土木現業所奥尻出張所）
　�青苗漁港人工地盤について
　　（奥尻町：北海道開発局函館開発建設部）
　�苫前ウインビラ発電所について （苫前町）
　�入札制度改善行動計画について （北海道庁）
　�出先機関の業務概要を聴取
　　（高知県北海道事務所）

１０月４日・９日（９月定例会中）
　付託された４件の議案を審査し、全て原案どお
り可決。意見書案１件を審査。

奥尻島の青苗漁港（人工地盤）
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●可決された議案（３２議案）

知事提出議案（１８議案）
�予算議案（３議案）
「平成１４年度高知県一般会計補正予算」
「平成１４年度高知県農業改良資金助成事業特別会計補正予算」
「平成１４年度高知県沿岸漁業改善資金助成事業特別会計補正予算」
�条例議案（９議案）
「知事等の給与、旅費等に関する条例の一部を改正する条例議案」
「職員の給与に関する条例の一部を改正する条例議案」
「高知県税条例の一部を改正する条例議案」
「保健師、助産師、看護師等養成奨学金貸付け条例の一部を改正
する条例議案」
「高知県化製場等に関する法律施行条例の一部を改正する条例議案」
「高知県工場、事業場設置奨励条例の一部を改正する条例議案」
「高知県特別会計設置条例の一部を改正する条例議案」
「公立学校職員の給与に関する条例の一部を改正する条例議案」
「警察職員の給与に関する条例の一部を改正する条例議案」
�その他議案（６議案）
「県が行う土木その他の建設事業に対する市町村の負担の一部変
更に関する議案」
「県道高知南環状線道路改築（井の和田トンネル）工事請負契約の
締結に関する議案」 
「ふるさと林道緊急整備事業松原中津川トンネル（松原工区）工事
請負契約の一部を変更する契約の締結に関する議案」
「住民訴訟に係る弁護士報酬の負担に関する議案」
「住民訴訟に係る弁護士報酬の負担に関する議案」
「住民訴訟に係る弁護士報酬の負担に関する議案」

議員提出議案（１４議案）

�議員の派遣に関する議案（１ 議案）
「議員を派遣することについて議会の決定を求める議案」
�意見書議案（１２ 議案）
「北朝鮮による日本人拉致事件の徹底究明と日朝国交正常化交渉
に関する意見書議案」
「私学助成制度の充実強化に関する意見書議案」
「安全で快適な学校をめざし施設改善を求める意見書議案」
「奨学金制度の拡充を求める意見書議案」
「義務教育費国庫負担制度の堅持に関する意見書議案」
「原子力発電所のトラブル隠しに抗議するとともに、再発防止を求める
意見書議案」
「介護保険制度の改革を求める意見書議案」
「食品品質表示制度等食品の安全確保を求める意見書議案」
「「地球憲章」の国際社会及び国内での普及・促進を求める意見書
議案」
「地球温暖化防止に向けた森林吸収量達成のための森林整備予算
の確保に関する意見書議案」
「森林・林産業の活性化に関する意見書議案」
「道路関係四公団の民営化に関する意見書議案」
�決議議案（１議案）
「高知県の観光振興の一層の促進に関する決議議案」

●否決された議案（３議案）

議員提出議案（３議案）

�条例議案（１議案）
「高知県高齢者福祉タクシー制度助成条例議案」
�意見書議案（２議案）
「イラクに対する武力攻撃に反対することを求める意見書議案」
「日本銀行の金融機関保有株買い取り方針の撤回指導を求める意
見書議案」

可決された議員提出意見書・決議議案から抜粋
■北朝鮮による日本人拉致事件の徹底究明と日朝国交正常化交渉に関する意見書

　９月１７日、日朝首脳会談が開かれ、国交正常化交渉を再開することで合意したが、これは重要な
意義を持つ前進の一歩である。
　しかしながら、同時に明らかになった北朝鮮による日本人拉致事件については、罪もない多くの善
良な日本国民を、国家が関与して拉致・連行するという国際法をも踏みにじる不法行為であり、誠に
許しがたい傍若無人の国家的犯罪であると言わざるを得ず、厳しく抗議するものである。
　よって、国におかれては、いったい何件の拉致犯罪があったのか、またその責任者は誰なのか、拉
致に至った経緯などの真相を克明に調査し、情報公開するとともに、被害者及び家族等への謝罪と
補償、さらには生存者の方々の早期帰国の実現に向けて最大限の努力を傾注するとともに、国交正
常化交渉の再開にあたっては、拉致事件の真相究明に向かって毅然とした外交姿勢を貫くよう強く
求めるものである。

■原子力発電所のトラブル隠しに抗議するとともに、再発防止を求める意見書

　東京電力に始まる原発事故隠しは、その後、中部電力、東北電力、四国電力など電力各社で行わ
れていたことが発覚し、国民の怒りと抗議の声が高まっている。
　これらの事故は、原子炉冷却水の再循環系配管や炉心隔壁の損傷など、一歩間違えば、冷却水
の漏出、炉心の溶融という大事故にもつながりかねない深刻な内容である。
　この責任は電力会社の一部経営者の退陣などによって許される問題ではなく、企業体質そのも
のの抜本的な改革を進めると同時に、その法的責任についても厳しく問われるべきものである。
　また、国においても、この事実を知りながら２年あまり国民に対し何らの説明も行わなかったことは、
きわめて遺憾なことであり、断じて許されるものではない。
　よって、国におかれては、これらの事件の重大性を十分に認識し、電力各社に対し、行政上、法律
上の責任を明確にするとともに、情報公開の徹底や第三者機関による検査体制を確立するなど、万
全の対策を講じることを強く求めるものである。

■道路関係四公団の民営化に関する意見書

　道路関係四公団の民営化については、特殊法人等整理合理化計画に基づき、道路関係四公団
民営化推進委員会において調査・審議が行われており、推進委員会は先般、中間整理の取りまとめ
を内閣総理大臣に提出したところである。
　今回の中間整理では、国及び日本道路公団は、直ちに、高速自動車国道の施行命令の全面執
行について、凍結・規格の見直しを含む再検討を行うこととしており、高速道路を待ち望んでいる地
方の意見が無視され、通行量による採算性のみにより高速道路整備の凍結が進められることが憂
慮される。
　もとより高速自動車国道は、国が責任を持って整備することを国民に約束したもので、今後加速
する市町村合併などを視野に入れると、高速道路網の整備は急務である。さらに、四国においては、
本県の幡多地方を含む四国西南地域を通過し、四国内を８の字で循環する高速道路ネットワークの
整備は、四国地方の自立や地域経済の活性化とともに、少子高齢化・過疎化が進行する地域の定
住促進のためにも、欠くことのできない根幹的な社会基盤であり、仮に高速道路整備が凍結されるこ
とになれば、本県の社会、経済等に与える損失は甚大であると懸念される。
　また、本州四国連絡橋公団に対しては、関係地方公共団体として、厳しい財政状況の中、出資金
の形で負担にも応じ協力してきたが、中間整理で、本州四国連絡橋公団の債務処理について、国
の道路予算と関係地方公共団体の負担において処理するとされたことは、本四３橋は国家的プロ
ジェクトにより誕生したことから見ても、関係地方公共団体としては、到底受け入れがたい。
　よって、推進委員会におかれては、地方の実情や意見に配慮し、最終意見を取りまとめることを希
望する。また、国におかれては、推進委員会の意見を踏まえ判断するに当たり、次の事項について、
要望する。

　１　高速道路整備を、国の責任において継続的で円滑な推進を図ること。

　２　本州四国連絡橋公団の債務処理に当たって、地方に新たな負担を求めないこと。

　３　本四３橋を最大限に活用するため、利用しやすい通行料金の実現に格別の配慮をされること。

■高知県の観光振興の一層の促進に関する決議

　産業基盤が脆弱で、製造品出荷額等が２年連続全国最下位である高知県にとって、観光産業は、
観光関連施設はもとより農林水産業を含めた地場産業の幅広い分野に波及効果がある、本県経済
の活性化を図る上で重要な総合産業である。
　本県には、全国的に誇れる四万十川を初めとする自然環境、坂本龍馬関連施設、四国八十八カ
所遍路道などの歴史的文化的遺産、また最近の観光ニーズにあった体験型観光コースなど、県内
の至るところに貴重な観光資源が存在する。
　一方、少子高齢化社会の到来、国民の環境や生態系への思いを受けて、高齢者等のニーズに
あった旅行、長期滞在型旅行、国際観光への対応など時代にマッチした新たな課題への取り組みも
求められている。
　こうした社会の急激な変化に見舞われる中、県内の観光資源を最大限に生かし、官民一体となっ
て観光振興を進めていくには、高知県の観光行政において商工業部門、交通対策部門等関連部門
が一体化した強力な推進体制を設け、企画力と行動力を持った人的資源を惜しみなくつぎ込み、２１
世紀初頭の観光施策を推進していくことが必要である。
　よって、当県議会は、観光行政の体制整備を推進し、本県経済が一層活性化するよう次の事項に
ついてその実現を強く求めるものである。

　１　観光行政の体制整備を図るため、新たに観光局を設置するとともに、人的体制を充実強化す
ること。

　２　観光関連予算の一層の拡充を図ること。

国体ポロシャツを着て審議する本会議の様子
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　付託を受けた議案は、全会一致又は多数をもって可決した。
■知事等の給与、旅費等に関する条例の一部を改正する条例議案
　執行部から、今回再提出した条例議案は、６月定例会での議論を踏まえ、知事ら三役と教育長の
期末手当を一律１０％減額する内容から、副知事の減額率を５％に下方修正したものであるとの説
明があった。
　委員から、これ以上処分が遅れることは問題である。いろんな意見はあるだろうが、二度とこういう
ことが起こらないようにするためにも議案を認め、今後の県政改革の推移を監視していくことが必要
なのではないか、という賛成の意見が出された。
　一方では、副知事の減額率を下げるだけの提案は、他の職員との処分と比べ不均衡であり、トッ
プとしての責任を果たしてこそ、新たな県庁改革のスタートを切ることができるのではないか、といった
反対意見も出された。
■学級編制への対応について
　委員から、毎年５月１日を学級編制の基準日として教職員の定数が定められるため、４月当初か
ら１カ月の間に児童数が減少した場合には、学級数が減となるケースも出てくる。どのような検討が
行われているのかとの質問が出された。
　基準日の変更を国へ要望するのは難しいが、見込まれる必要最小限の県単の教員加配など、来
年度に向けて検討したいとの答弁があった。
■高知女子大学への管理栄養士養成施設の設置について
　執行部から、来年度管理栄養士養成施設の指定を受けるには、９月末までに国へ申請をする必
要があり、学内の手続きにとらわれて申請を１年遅らせ、これ以上学生に迷惑をかけることは許されな
いとの考えから、申請を行ったものであるとの説明があった。
　委員から、学長が辞表を提出するという異常な事態となっているが、早急に協議を行い、情報の
共有と意思疎通を図るなど、問題の解決を図るよう要請があった。

■第 ５７ 回国民体育大会（よさこ
　い高知国体）につ いて
　夏季大会終了時点では、総合
順位は１８位という結果となった。目
標としていた４８０点には１００点近く
及ばなかったが、昨年の宮城国体
に比べ競技得点が倍以上伸びる
など、昨年の成績を大きく上回って
いる。天皇杯の獲得は非常に厳し
い状況であるが、秋季大会は、地
元の声援と期待を受け、精一杯頑
張っていくとの報告があった。

　付託を受けた議案のうち、「高知県高齢者福祉タクシー制度助成条例議案」は
賛成少数をもって否決し、その他の議案は全会一致又は多数をもって可決した。
■日高村への地域振興対策交付金について
　交付金の対象である村道柱谷南線は、総事業費約５億２千万円で整備を進めており、
今回の補正は、平成１３年度の繰越分と平成１４年度分の合計であり、エコサイクルセン
ターの立地場所によっては、道路の規格変更も見込んでいるとの説明があった。
　委員からは、村道整備は費用対効果で強い疑問があり、当該道路を日高村の振興策の
一つとして整備することには無理があるとの厳しい指摘や、県が支援を約束した信義と１０年
間にわたって日高村を混乱させた責任は重大であり、補正予算案は承認すべきであるとの
意見が出された。
■議員提案の「高知県高齢者福祉タクシー制度助成条例議案」について
　提出委員から、この条例は、市町村福祉タクシー事業を応援する趣旨であり、助成対象は７５
歳以上で、タクシーの利用目的は制限せず、過疎地域等の市町村が対象との説明があった。
　また、執行部から、現在４０市町村で国の外出支援サービス事業が実施され、移動支援
は基本的にカバーできている。利用目的に制限がないことに、県民理解が得られない等の
参考意見が出された。
　提出委員から、国の外出支援サービス事業はへき地高齢者の実態に合っていないから、
市町村が独自に福祉タクシー事業を実施している。また、実施市町村が多少増えても、県
費負担額は多額にはならないとの意見が出された。
　他の委員からは、高齢化の中、山間地域の多い高知県にとって重要な問題で趣旨には
賛同するが、使途目的を制限しない等の問題もあり、慎重に検討する時間が必要との意見
が出された。
■エコサイクルセンターの整備について
　エコサイクルセンターについて、柱谷川下流域と隣接地を比較検討した資料とその結果
が報告された。
　それによると地権者の状況、関連事業の費用、土地への法規制など、いずれも隣接地が

優れているとの考えが示された。また、
執行部から、マスタープラン及び基本
設計を進めていくためにも、両案のい
ずれに軸足を置くべきか意見をいただ
きたいとの申し入れに対し、直ちに結
論は出せないとの意見もあったが、隣
接地を適地とすべきとの意見が多数
で、当委員会は隣接地を適地とする
に至った。

　付託を受けた議案は、いずれも全会一致をもって可決した。
■産学官連携新産業創出事業について
　高知工科大学を中心とした共同研究体制を組み、次世代メモリーを使ったICカードの実用化実
験を行い、ベンチャー企業の設立や関連企業の誘致につなげようとする事業であり、また、これに伴
う特許権については、その取得ではなく、企業との契約による方が有利な場合もあり、現在、検討中
であるとの説明があった。
　委員からは、そのような重要な事項の方針が未決定のまま、予算案を出すのはいかがなものかと
いった意見が出され、執行部からは、今後、専門家の意見も踏まえ、適切に対応していきたいとの答
弁があった。
■「産業振興プロジェクトチーム中間取りまとめ」について
　産業振興プロジェクトチームについては、１０月末をめどに最終取りまとめを行う予定であるとの報
告があり、委員からは、企業誘致については、団地の売却価格の設定等だけでなく、研究開発や販
路の拡大など、現時点において、企業が何を求めているかを的確に把握したうえで、対策を考えるべ
きであるとの意見があった。
■農業近代化特別資金利子補給金について
　執行部から、この制度は、法改正により、高齢者等が近代化資金貸付制度の対象外となったため、
これに代わる制度として、県事業を創設するものであるとの説明があった。
　委員からは、国の制度改正は、本県の農業経営の実態に反しており、農業の大規模化の方向だ
けでなく、このような本県の実態に即した農業政策について、国に要望していくべきであるとの意見が
あった。
■高知県特定鳥獣（イノシシ）保護管理計画について
　執行部から、昭和５０年代から急激に頭数の増加したイノシシの被害に対処するため、このたび、

今後５年間の捕獲目標頭数を定めるととも
に、狩猟期間を延長するとの説明があった。
　委員からは、イノシシの増加原因の十分
な究明、また、対策は、四国全体で対策をと
る必要があるのではないかとの質疑があっ
た。
■海洋開発調査船土佐丸の運行廃止
　について
　土佐丸の運行廃止について執行部から
報告があり、委員から、運行の効果が低下
しているのに、廃止の検討時期が遅過ぎる
等の指摘があった。

　付託を受けた議案は、いずれも全会一致をもって可決した。
■市町村合併について
　県内で初めての法定協議会が１０月１日に高吾北地域に設置され、他にも九つの地域
で任意協議会が設置されている。さらに、ほぼ全県域で合併に関する研究会や検討会が
設けられるなど活発な議論が行われている状況になってきている。こうした地域での盛り
あがりに対応するため、任意協議会等が行う調査研究事業に対する補助金を増額したい
との説明が企画振興部からあった。委員から、県は市町村の自主性にまかせていて、踏み
込んでいく姿勢が見られないのではないかといった質問があり、執行部から、例えば各市
町村の財政状況の将来見通しについての資料作成などは、それぞれの判断で行うべきで、
市町村の裁量まで県が踏み込むべきではない。市町村長や議会が住民に十分説明責任
を果たすべきであるとの答弁があった。また委員から、県は任意協議会の段階で将来のま
ちづくりを先行させるような指導体制をとるべきであるとの意見があった。
■サービス工事について
　土木部から、契約行為を経ずしてなされた請負工事等に関する調査結果について報告
があった。調査の結果、サービス工事と考えられるものが２５件あり、今後の対応として、官
と民との役割分担を明確にした判断を行う。また、住民の要望等で、施工すべきと判断し
たものについては、各事務所に配分している所長裁量予算等を活用し対応していきたい
旨の説明があった。
■新エネルギーの推進について
　企業局から、庁内の関係部局との連携を強化するために「新エネルギー推進プロジェ
クトチーム」を設置するとの説明があった。委員から、過去にもエネルギーの事業化につい
て、調査研究を行ってきたが、実現していないので、今後取り組むに当たっては実現可能
な形を検討してもらいたいとの意見があった。
■入札参加資格の審査について
　土木部に対して、入札参加資格審査事項に平成１５年度から工事成績評定の実績と

ISO認証取得を追加することについて、工
事成績評定が１件の工事しかない業者に
ついても適用されることの不安や ISO認
証取得の主観点数が低いことなどについ
て意見があった。また、低入札価格調査制
度の調査基準価格を下回った工事につ
いて、適正に工事が施工されているのか、
優秀な業者が排除される面があるのでは
ないかなどの意見があった。

よさこい高知国体　開会式 高知市清掃公社

土佐丸 苫前ウインビラ発電所（北海道　苫前町）

9 月定例会　常任委員会　委員長報告（要旨）
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＊この広報紙は古紙配合率７０％の再生紙を使用しています。

平成１４年（２００２年）　１１月２４日（日）

１２月定例会の開催日程（予定）

１２月　９日（月）開　　会

　　１２日（木）質疑並びに一般質問

　　１３日（金）　　 〃

　　１６日（月）常任委員会

　　１７日（火）　　 〃

　　１８日（水）　　 〃

　　１９日（木）閉　　会

＊予定ですので、変更になる場合があ

ります。

傍聴の際には、議会事務局議事課

（TEL ０８８-８２３-９５３４）で必ず日程を御

確認ください。
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　平成１３年度の決算審査を行うため、
９月定例会において決算特別委員会が
設置されました。
　１０月４日に開かれた初めての委員会
では、正副委員長を互選し、１１月６日、
７日、２９日に公営企業会計の決算審査
を行うことなどを決定しました。
　
決算特別委員会委員（１１ 名）

　
委　員　長　小松　　雅　（自由民主党）
副委員長　山本　広明　（　　〃　　）
委　　員　西岡　仁司　（　　〃　　）
　　〃　　　川田　雅敏　（　　〃　　）
　　〃　　　谷相　勝二　（　　〃　　）
　　〃　　　西岡寅八郎　（　　〃　　）
　　〃　　　佐竹　紀夫　（県　政　会）
　　〃　　　池脇　純一　（清流会・公明）
　　〃　　　森田　益子　（県民クラブ）
　　〃　　　梶原　守光　（日本共産党）
　　〃　　　田頭文吾郎　（　　〃　　）
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　県の予算とその関連事項について総
合的に審査を行うため、９月定例会に
おいて予算委員会が設置されました。
　１０月３日に開かれた委員会では、８
議員が１問１答形式で質問を行いまし
た。
　
予算委員会委員（２０名）

　
委　員　長　東川　正弘　（自由民主党）
副委員長　江渕　征香　（県民クラブ）
委　　員　中西　　哲　（自由民主党）
　　〃　　　西岡　仁司　（　　〃　　）
　　〃　　　森田　英二　（　　〃　　）
　　〃　　　浜田　英宏　（　　〃　　）
　　〃　　　山本　広明　（　　〃　　）
　　〃　　　森　　雅宣　（　　〃　　）
　　〃　　　元木　益樹　（　　〃　　）
　　〃　　　西森　潮三　（　　〃　　）
　　〃　　　小松　　雅　（　　〃　　）
　　〃　　　佐竹　紀夫　（県　政　会）
　　〃　　　池脇　純一　（清流会・公明）
　　〃　　　中沢　潤二　（　　〃　　）
　　〃　　　二神　正三　（フレッシュ２１）
　　〃　　　田村　輝雄　（県民クラブ）
　　〃　　　公文　　豪　（日本共産党）
　　〃　　　塚地　佐智　（　　〃　　）
　　〃　　　梶原　守光　（　　〃　　）
　　〃　　　森　　祥一　（V O X P O P）

元木　益樹
（在職１５年以上）

小松　　雅
（在職３５年以上）

雨森　広志
（在職１５年以上）

西森　潮三
（在職２０年以上）

東川　正弘
（在職１５年以上）

中沢　潤二
（在職３５年以上）

川添　義明
（在職１５年以上）

土森　正典
（在職２０年以上）

溝渕　健夫
（在職１５年以上）

依光　　夫
（在職１５年以上）

全国都道府県議会議長会自治功労者表彰

総 務 大 臣 感 謝 状 受 賞

　次の１０名の議員は、この度開催された全国都道府県議会議長会
第１２０回定例総会において、永年勤続の自治功労者表彰を受けられ
ました。
　また、小松雅議員、中沢潤二議員は、長年にわたり地方自治の発
展に顕著な功労があったと認められ、１０月１５日に都道府県議会議
員総務大臣感謝状を受けられました。
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　２００２年「よさこい高知国体」は夏季大会が９月２１日から２４日まで４日間、秋季大会が１０月２６日から
３１日まで６日間（陸上競技は１０月２１日から２４日まで）、また「よさこいピック高知」は１１月９日から１１日
まで３日間の会期で開催され、県民にスポーツの喜びと感動を残し、成功裏に大会の幕を閉じました。
　本県の成績は、夏季大会が１０の正式競技中９競技で優勝７を含む３２の入賞を果たし、秋季大会が
２７の正式競技中２１競技で優勝９を含む９６の入賞を果たしました。冬季、夏季、秋季大会の男女総合得
点で競う天皇杯順位は、本県としては過去最高の１０位と健闘しました。
　また、３日間にわたり熱戦を繰り広げた「よさこいピック高知」では、５２個の金メダルを獲得し、閉会式に
は選手や県民など約１１,０００人が参加し閉幕しました。

県議会を傍聴してみませんか
本会議、常任委員会、特別委員会、予算委員会は、特別の場合を除き、誰でも傍聴できます。
開催日程などの詳細は、議会だよりやホームページでお知らせしていますが、変更になる場合がありますの
で、事前に議会事務局（TEL ０８８-８２３-９５３６･９５３４）までお問い合わせください。

本会議　開会は、原則午前１０時で、開会予定時刻の３０
分前から議事堂正面玄関で受付を行います。
定員は１６３名で、定員を超えると入場できない場
合があります。

委員会　開会予定時刻の３０分前から議事堂正面玄関で
受付を行います。
定員は、常任委員会・特別委員会が６名、予算委
員会が９名（特別な場合を除く）で、希望者が定
員を超えた場合は抽選となります。

県議会ホームページで会議録の検索ができます！
高知県議会は平成１１年１０月１日にホームページを開設し、県議会に関する様 な々情報をお知らせしています。
ホームページの「会議録検索システム」で本会議や委員会の会議録を検索、閲覧できます。
ご利用いただける会議録は、下記のとおりとなっています。（平成１４年１１月５日更新）
今後も順に新しい会議録を追加していきますので、どうぞご利用ください。

●本　会　議……平成７年２月定例会（第２３２回）～平成１４年６月定例会（第２６８回）
●常任委員会……平成１０年７月～平成１４年３月開催分
　　�総務委員会　�文化厚生委員会　�産業経済委員会　�企画建設委員会
●特別委員会
　　�決算特別委員会………………………………………………………………平成１０年１１月～平成１４年２月
　　�国民体育大会推進特別委員会………………………………………………平成１０年１２月～平成１１年２月
　　�元県幹部職員による巨額借り入れ焦げつき関連事件調査特別委員会…平成１１年５月～平成１１年９月
　　�特定の協業組合に対する融資問題等調査特別委員会……………………平成１２年４月～平成１３年５月
　　�議員定数問題等調査特別委員会……………………………………………平成１３年４月～平成１４年２月
●予算委員会……平成８年２月～平成１４年３月開催分

県議会ホームページ　http://www.pref.kochi.jp/̃gikai/　（「記録の部屋」からどうぞ）

よさこいピック高知　閉会式


